
 

  アンテナ・伝播研究専門委員会からのお知らせ 

  No.177/2021 年 10 月 

--------------------------------------------------------------------------------  

「アンテナ・伝播研究専門委員会からのお知らせ」第177号をお届けします． 

 

【１】 一種研開催報告 

◆概要 

一種研が10月7日～8日に開催されました．本来はつくば市の産業総合研究所を現地とするハ

イブリッド開催の予定でしたが，またもや完全オンライン開催となりました． 

今回は，昨年9月に引き続き，企業・研究機関の取り組み紹介および学生ポスター発表を企画

しました．講演は全部で51件であり，内訳は，A・P研チュートリアル講演1件，企業・研究機関

の取り組み紹介18件，学生ポスター発表27件，一般講演3件，IEEE AP-S Tokyo Chapter特別講

演1件でした． 

◆チューリアル講演，特別講演 

A・P研チュートリアル講演では，大阪電通大の前川先生から，30年にわたる膨大な観測デー

タに基づいて，衛星通信回線における減衰特性の分析および推定手法について講演いただきま

した．地上の気温が高くなると降雨量が増え降雨減衰が増加することなどが紹介され，つい先

日，ノーベル物理学賞の受賞が発表された真鍋淑郎先生の研究（地球温暖化）とも関連するタ

イムリーなご講演でした． 

IEEE AP-S Tokyo Chapter特別講演では，JAXAの村田泰宏先生より，運用が開始された口径54m

の美笹深宇宙探査用地上局の開発について講演いただきました．5年に渡る開発経緯や，新たに

取り入れられた高能率な光学系設計方式など，たくさんの写真を交えながら詳細に解説いただ

きました． 

◆企業・研究機関紹介セッション 

企業・研究機関の方々から，各組織の研究の取り組みについて紹介いただきました．10分と

いう短い時間の中，動画やデモを織り交ぜるなど，それぞれ工夫を凝らしながら企業・研究機

関の魅力をアピールしていただきました．企業プレゼンに対する学生からの質問は少なかった

ですが，夕方の企業ポスターセッションでは，個別に活発な議論が交わされ，30分ではやや時

間が足りない状況でした． 

◆学生ポスターセッション 

Zoomのブレイクアウトルームを活用してポスターセッションを実施しました．発表者は各自

のポスター番号の部屋で待機し，聴講者が自由にポスターを訪れてディスカッションを行えな

えるようにしました．対面形式でのポスターセッションの雰囲気にできるだけ近づけて実施す

るという意図でしたが，参加された皆さんの感想をお聞かせいただければと思います． 

また，ポスターセッションでは，A・P研専門

員および企業・研究機関の方々に審査していた

だき，6名の学生が優秀ポスター発表賞に選出

されました．受賞者は以下の方々です．受賞者

の方々おめでとうございます! 

◇新潟大 塚田響君， ◇横浜国大 高遠翔大君 

◇新潟大 鈴木壱歩君，◇東北大 知久望海君 

◇東工大 武田裕貴君，◇福井大 埜々考平君 

 

【２】企業学生交流セッションチュートリアルワークショップ開催報告 

前回の「お知らせ」で案内した通り，2021年10月6日にオンラインで標記ワークショップを開

催しました．受講料無料ということで，なんと196名の方に参加申し込みいただきました．内訳

 

図 1 表彰式の様子 



は，一般119名，学生77名でした．長時間にわたり最前線の情報を講演いただきました，道下尚

文先生（防衛大），小柳芳雄様（パナソニック），今井哲朗先生（東京電機大），吉敷由起子様（構

造計画研究所），ありがとうございました．若手研究者や学生の皆さんにとって大変有益な知識

獲得の機会になったかと思います． 

 

【３】和文論文アンテナ・伝搬関連特集号のご案内 

電子情報通信学会和文論文誌Bでは，アンテナ・伝搬関連の特集号「持続可能な社会を促し支

えるアンテナ・伝搬及び関連システムの論文特集」を企画しています．和文ですので学生や若

手の方でも比較的書きやすく，専門家による丁寧な査読が受けられます．全国大会や研究会の

発表内容を充実させて投稿いただければと思います．概略スケジュールは下記のとおりです． 

・投稿締切： 2022年1月14日(金) 厳守 

・第1回判定通知：2022年3月中旬を予定 

・最終判定通知： 2022年6月下旬を予定 

・発行月： 2022年11月号 

詳細は「https://www.ieice.org/jpn/books/ronbuntokushu/cfp_JB_2022.11.pdf」をご覧く

ださい．なお，ComEXでも2022年6月特集号を企画しています．これについては，「A・P研から

のお知らせ（No.175）」をご覧ください． 

 

【４】 A・P研関連の大会発表状況 

 前回の「お知らせ」で，近年の電子情報通信学会

通信ソサイエティの研究会開催状況を報告しまし

た．今回は，大会におけるA・P研関連の発表件数の

推移を表１に示します．分野ごとに若干変動はある

ものの，合計では総合大会で180件程度，ソサイエテ

ィ大会で150件程度であり，新型コロナウイルスの

影響はあまりないように思われます．2020年のソサ

イエティ大会以降は，オンラン開催となっています

が，聴講者は対面の時より多くなっている印象を受

けています．出張を伴わないため，聴講参加はしや

すくなったと推察されます． 

 

【５】 副委員長の戯言 

最後に今どきの話題をお送りします．ズバリ，オンライン懇親会，オンライン飲み会は楽し

くないのでしょうか？ 

10月AP研では，企業セッション，学生ポスターセッション，表彰など，いくつかイベントがあ

りましたので比較的多くの方々に参加いただけました．一方，〇〇編集委員会や△△実行委員

会などの会議の後にオンライン懇親会を企画しても，参加いただける方は限られているようで

す．オンライン飲み会って，楽しくないのでしょうか．私個人的には，対面飲み会ができない状

況では，オンライン飲み会はそれなりに楽しく感じています．自宅でリラックスして参加でき

ますが，ついつい長くなり飲みすぎることもあります．ただ，やっぱり対面のほうが楽しいの

は間違いないです．対面で出来るのはもうすぐ，もうすぐですね． 

 

〈問い合わせ先〉 

アンテナ・伝播研究専門委員会副委員長（6月より）  藤元美俊 （福井大学） 

E-mail：ap_ac-chair＠mail.ieice.org (AP研執行部のメールアドレス) 

AP-NET：AP研の最新情報を毎月メールにてお届けします!! 登録はAP研HPにて 

AP研HP：https://www.ieice.org/cs/ap/ 

表 1 大会における AP 関連発表件数の推移 

 

総合大会

B1-A B1-B B1-C シンポ 合計

2017 33 81 61 8 183

2018 32 78 49 8 167

2019 32 86 47 27 192

2020 28 84 46 4 162

2021 34 87 44 8 173

ソサイエティ大会

B1-A B1-B B1-C シンポ 合計

2017 29 81 51 4 165

2018 30 104 32 12 178

2019 34 72 42 9 157

2020 23 79 36 11 149

2021 18 65 41 17 141

https://www.ieice.org/jpn/books/ronbuntokushu/cfp_JB_2022.11.pdf

